
別府市ボランティアセンター

今年の４月に創刊した「別府 ほっと湯のまち ボラ通信」夏号です。
今年の夏も暑くなりそうですがボランティアの皆さんも熱い活動に励んでいます。
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別府
ほっと湯のまち

ボ ラ 通 信
社会福祉会館の玄関に毎月、素敵な
お花を生けてくださる生け花ボラン
ティアの星野百葉さんの作品です。

夏号

災害ボランティアに登録しませんか

・泥出し・救護・炊き出し
・家財の運び出し、洗浄
・災害ボランティアセンターの運営補助（受付等）
・高齢者・障がい者・子どもへの声かけや見守り
・話を聞くことで精神的な支援
・災害支援物資の仕分け等

～災害ボランティアができること～

災害ボランティアの役割は幅広く、年齢に関係なく、事

前登録をお願いしております。
QRコードより登録カードをダウンロードし
必要事項を記入したら別府市社会福祉協議会
までごお持ちください。
夏は台風、大雨等、水害被害が多い時期に
なります。皆さまのお力添えをいただけます
ようお願いいたします。

災害ボランティアやってみませんか？

あなたの小さな行動が、大きな支えになります。
今、できることから始めてみませんか？

あなたの力が、被災地の希望になります

個人、団体でもOK！！

mailto:b-shakyo2@ctb.ne.jp


別府市ボランティア連絡協議会 会長
ボランティアグループととろくらぶ（前明豊中高ボランティア）代表

前身の別大付属から明豊高校のインターアクト部を経て、３
７年間高校生たちと部活を続けている。
別府市ボランティア連絡協議会の創立から副会長、現在会
長として会員のみなさんや高校生との活動で大きな仕合わせ
だと感じる。
「ととろくらぶ」はOBも参加出来るように設立し、子ども食堂、
募金、清掃活動に励んでいる。

「わくわく人(びと)」とは…温泉が湧くようにエネルギーが
湧き出ている人、わくわくするような活動をしている人と
いう意味でつけました。

堀 順 さん

貸出用レクリエーション用品紹介

別府市社協では、レクリエーションやサロン活
動でも使える用品の貸し出しを行っています。
期間は最長７日間、費用は無料です。
対象：別府市社協会員
●個人・団体…特別会員一口以上1,000円から
●法人…法人会員一口以上5,000円から

「わなげ」と「ウェルネスダーツ」を紹介します。
どちらも人気の用品ですので、イベントシーズン
には空きがない場合もございます。先着順にな
りますので日程が決まれば早めの予約がおすす
めです。
子供から大人まで幅広い世代で遊ぶことができ
ます。

わなげ

他のレクリエーション備品について
は、ＨＰに掲載しているカタログか
らご確認いただけます。ぜひご覧く
ださい。

ダーツ



期 間： ７月１９日～８月３１日
場 所： 所定のボランティア受入福祉施設（別府市内18施設）

※夏ボラパンフレットまたはHPに掲載中
料 金： 無料 ※ボランティア活動保険への加入が必要です。２００円
申 込： 別府市社会福祉協議会 HPで申込書ダウンロード可
※なるべく参加されるご本人が来館ください。
ボランティアのオリエンテーションを行います。
ボランティアやってみたいけど、どうしたらいいのか…高齢者、障がい者、児童福祉に興味があ
る…そんな方におすすめです。

たすけあいコラム
～求めるものは優しさや愛なんだ～

別府市ボランティア連絡協議会

5月16日に別府市ボランティア連絡協議会の総会を行いました。そのあとは「ちょいボラ養
成講座」を受講して、毎年恒例のボラ連バザーも実施しました。収益金12,431円はすべて
生活用品に変えて福祉施設へお届けします。別府市ボランティア連絡協議会連では随時会
員を募集しています。年会費：個人600円 団体1,000円（メンバー1人につき＋100円）
楽しい仲間が待っています！お問い合わせは事務局の別府市社会福祉協議会まで。

チームオレンジ 別府
認知症の人が、できる限り住み慣れた地域の中で、自分らしく暮ら
し続けられることができるよう、ご本人やその家族のニーズを支援
につなげる仕組み「チームオレンジ」を結成しました。
約2か月に１回のミーティングで今後のスケジュール確認をしてい
ます。メンバー同士のコミュニケーションを深め、まずは９月の「アル
ツハイマー街頭啓発活動」を頑張ります！
※今年は９月１９日（金）ゆめタウン、JR別府駅で実施します。

夏のボランティア体験月間2025

【対 象】

■地域（お客様）の困りごと・心配ごとを別府市社協へ繋ぐかけ橋となれるお店
【ご協力いただく内容】
・お客様の悩み事、心配ごとをご本人の了承を得た上で社会福祉協議会へ繋ぐ
・オリジナルステッカーを店頭に貼付、市民への周知・広報を推進
■申し込み方法
ホームページからダウンロードした申請書に記入しメール、郵送、FAXでお申し
込みください。担当者からご連絡いたします。



インスタグラムで最新のイベントや
研修、講座の情報発信中！！
フォローお願いします

ボランティアについてのお問合せ
平日 8：30～17：00
TEL 0977-26-6070

もしもの安心…
★ボランティア活動保険★
●対 象 者：ボランティア活動をしている個人・団体の方

●加入条件：社会福祉協議会へのボランティア登録が必要 年間いつでも加入いただけます。

●補償期間：令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの１年間

※基本タイプは、ボランティア活動中の地震・津波等の天災によるケガには対応していません。

基本プラン ３５０円

天災・地震補償プラン ５００円

フードドライブってなぁに？②

別府市社協公式LINE

「フードドライブ」とは、家庭で食べる予定のない食品を持ち寄
り、食品を必要とす人々に寄付する活動です。未利用品を有効
活用することで、家庭での食品ロス削減につながります。
★別府市社会福祉協議会では、ひとり親家庭や子ども食堂、児
童養護施設などへお配りしています。

※フードドライブは随時受け付けていますが、生鮮食品、賞味期限切
れや期限が1か月満たないもの、開封済みの食品はお受けできませ
んので予めご了承ください。

“ちょいボラ” 知ってますか？

別府市社会福祉協議会は登録制の有償ボランティア活動「ちょいボ
ラ」に取り組んでいます。身の回りの環境美化や軽作業を、ご自身
でできなくて困っている方に可能な範囲で、代行するボランティア
のことです。（概ね30分以内で終わる活動）・電球交換・ゴミ出
し・家具移動・室内清掃・買い物代行など簡単な作業です。
現在75名の登録ボランティアが活躍していますがお困りの方は

年々増えています。興味のある方は養成講座を受講してみません
か？1時間程度の講座で毎月4地区で開催中です。
詳しくはホームページ、社協だよりをご覧ください。
（問合せ・申込みはこちら）0977-27-8835

別府市社協ホームページ

ふくしの保険
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